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(57)【要約】
【課題】　多数の人が参加するマラソン大会等のスポー
ツイベントにおいて、参加者の生体情報を、細かいタイ
ミングで観測し、情報の異常性を判断し、疲労による転
倒などを未然に防止するとともに、多数の人の生体情報
を多元的にデータ管理する。
【解決手段】　参加者に、生体情報の計測と計測結果を
送信する無線通信機能を具備した計測器を装着させ、特
定の時間間隔で、計測し、計測結果を、通信サーバーに
集める。通信サーバーでは計測情報を解析し、解析結果
を、参加者はもとより、イベント関係者が閲覧できるよ
うにする。イベント関係者の中で緊急医療班には、生体
情報の異常が検出された時は、異常者の情報を届け、必
要な対策が採れるようにする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体情報の計測素子と該計測素子のデータを無線通信する通信素子を具備する計測器を
複数個有した生体情報計測器群と、該計測器群の通信情報を中継する中継器と、中継器と
通信する通信サーバーを設け、通信サーバーに集積された計測器群の情報の中から、計測
情報の異常性を判断し、異常と判断された時は、通信サーバーより異常信号を送信するこ
とを特徴とする生体情報の通信監視システム。
【請求項２】
　請求項１において、計測情報の異常性が判断された時は、当該計測器への計測頻度を高
め、異常性をより精密に測定することを特徴とした生体情報の通信監視システム。
【請求項３】
　生体情報の計測素子と該計測素子のデータを無線通信する通信素子を具備する計測器を
複数個有した、生体情報計測器群と、該計測器群の通信情報を中継する中継器と、中継器
と通信する通信サーバーを設け、通信サーバに集積された計測器群の情報の中から、計測
器毎の計測情報を時系列的に管理し、計測器を具備した生体が、時系列的に管理された自
己の計測情報を知れるようにしたことを特徴とする生体情報の通信監視システム。
【請求項４】
　生体情報の計測素子と該計測素子のデータを無線通信する通信素子を具備する計測器を
複数個有した生体情報計測器群と、該計測器群の通信情報を中継する中継器と、中継器と
通信する通信サーバーを設け、通信サーバーに集積された計測器群の情報の中から、測定
値情報と生体特性情報と計測目的情報とにもとづき必要なパラメータを設定し、全体的な
データ管理を行うことを特徴とする生体情報の通信監視システム。
【請求項５】
　生体情報の計測素子と該計測素子データを無線通信する通信素子を具備する計測器、該
計測器の情報を中継する中継器と、中継器と通信する通信サーバーを設け、前記計測器が
生体に装着されているかどうかを、生体の体温の測定値で判断することを特徴する生体情
報の通信監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多数の人が参加するマラソン大会等のスポーツイベントにおいて、参加者の
心拍数や血圧、体温等の生体情報を、通信ネットワークを介して集中的に管理し、参加者
の健康状態を、時々刻々、多元的に管理する生体情報の通信監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、心拍数や血圧、体温等の生体情報が、腕時計型のいわゆるリスト型端末の形状で
測定する事が可能になり、商品化もされてきている。市民マラソンなどへの参加者の中に
も、このようなリスト型端末を装着し、走る人も増えており、市民の健康意識も向上して
いる。また、スポーツ競技に参加しない人でも、自宅で、毎日、リスト型端末で、かかる
生体情報を測定し、ノートなどに数値を記録管理する人も増えている。
【０００３】
　その一方、リスト型端末で測定されたデータを通信する事で、通信サーバーで、多数の
データを一元管理し、測定結果に対する必要な対応を、個々の測定者へフィードバックす
るシステムも期待されている。
【０００４】
　自己の生体情報をネットワークを介して自己管理する技術は特許文献１に記載され、ま
た、特許文献２には、電力メータの検針員の健康管理のため、心拍数データを検針情報と
ともに、検針管理コンピュータへ通信する技術が開示されているが、多数の人が同時に運
動するスポーツイベントなどでの使用は意図されていない。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１５９４５４
【特許文献２】特開２０１４－２０４３７０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明では、リスト型端末所有者の測定結果を、その測定者の所在する位置情報を含め
て、通信ネットワークを介して、通信サーバーに送信し、通信サーバーでは集められた測
定結果情報を解析し、様々な視点での解析結果情報を、必要な人に配信する事で、健康意
識のさらなる向上と対策が図れるものである。特に、マラソン大会のようなスポーツイベ
ントで、心拍数や体温から見て健康状態が悪くなっているにも関わらず、我慢の限界を忘
れて走り続けるランナーに、緊急医療班の担当者から、ランナーへ走行停止等の適切なア
ドバイスを与える事ができる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明においては、生体情報の測定機能と無線通信機能を一体にしたリスト型端末と、
リスト型端末データ情報を無線中継する中継器群と中継器群を介して得られた生体情報を
集計管理する通信サーバーを配置し、通信サーバーには生体情報の集計管理を行う解析ソ
フトウエアを装備し、解析ソフトウエアの結果情報は、個々のリスト型端末の所有者や、
緊急医療班メンバのタブレットや携帯電話、イベント主催者のパソコンで閲覧でき、必要
に応じ、大会本部の大型表示器に表示する。
【発明の効果】
【０００８】
　　多数の生体情報を一元管理解析する事で、生体情報データを統計的に解析でき、イベ
ントの主催者から見ると多数の人に有益な健康管理情報を提供できるし、特に、データの
異常者には、迅速な対応策が採れ、医療事故の未然防止になる。また個々の参加者にとっ
てはイベント参加中の生体情報の履歴を見ることで、次回への記録更新や健康管理等対策
が採れる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明による生体情報の通信監視システムの全体構成を示すブロック線図である
。
【図２】生体情報の通信監視システムを構成する計測器の内部構成を示すブロック線図で
ある。
【図３】生体情報の通信監視システムを構成する通信サーバーと計測器間で交信する信号
を示す図である。
【図４】計測器から通信サーバーへ送る計測データの信号構成を示す図である。
【図５】通信サーバーから計測器へ送る制御信号の信号構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下本発明を図面に基づいて説明する。
【００１１】
　本発明による生体情報の通信監視システムの全体構成は図１に示されている。生体情報
を計測する計測器１１、１２、１３、１４が計測対象の生体に装着されており、計測器か
らの計測情報は中継器２１、２２を介して無線通信網２３に接続され、無線通信網２３は
、さらに通信サーバー３０に接続されている。
【００１２】
　本発明の実施の形態の一例として、市民マラソン大会で、マラソンランナーの生体情報
として、心拍数と体温が計測され、通信サーバー３０へ送られる例について説明する。
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【００１３】
　マラソンランナーは全員、腕時計型のいわゆるリスト型端末を装着し心拍数と体温が常
時計測され、その情報が通信サーバー３０へ集められている。通信サーバー３０は物理的
には高機能パソコンであり、後述する解析処理に必要な能力を備えている。もちろん、図
示しないがキーボードもあり、後述する参加者リストの入力やソフトウエアの起動などに
も使用される。
【００１４】
　中継器は、公衆無線通信網においては、基地局と呼ばれるもので、公衆無線通信事業者
が公衆無線通信事業のために、すでに街中に多く設置されている。ＰＨＳ通信事業におい
ては、PHS通信方式の特性上１００メートル間隔で、街中に多く設置されているので、基
地局の情報からマラソンランナーが今どこを走っているかが、１００メートルの精度で判
断できる。無線通信手段として公衆無線通信網を利用せず、自営の中継器を設置する事も
可能で、測定対象数や測定位置精度や無線電波出力、さらには通信料金の関係などから、
必要に応じ自営無線網を利用してもよい。マラソンコースとして市街地を走らず、４００
メートルトラックを周回するようなコースでは、自営無線網の方が有用であろう。
【００１５】
　なお公衆無線通信網として携帯電話を使用する場合は、一つの基地局のカバーエリアは
、５キロメートルとかの数字であるため、マラソンランナーの走行地点を特定するには困
難であり、この場合は、計測器にGPSセンサを設けるなどの必要がある。
【００１６】
　市民マラソン大会で、５０００人のランナーが参加すると仮定すると、図1の計測器は
５０００個あり、各ランナーの手首に装着される。マラソンの走行距離は、ハーフマラソ
ンでは、２１キロメートルであり、その場合、図1の中継器の数はＰＨＳ公衆無線通信網
を利用する場合、２１０個存在する。
【００１７】
　通信サーバー３０に集められる５０００個の計測情報は、計測データ集積部３１に集め
られる。計測情報を集めるタイミングや、５０００個の各計測器の内部で計測されるタイ
ミングは、計測タイミング発生部３２で作成される。
【００１８】
　マラソンランナーに関する情報は、参加者リスト３３に、各計測器に付与されているID
番号と通信サーバー３０との通信のための電話番号、および、マラソンランナーを特定す
る情報として、住所、氏名、電話番号、緊急連絡先、普段の健康状態(血圧、体重等)、年
齢、マラソン経験などが、大会開始前の準備作業の一つとして、入力され、保存されてい
る。
【００１９】
　５０００人の生体情報は、各計測器（個々の参加者）では５分毎に測定され、３回分の
測定結果がまとめられ、１５分毎に、計測データ集積部３１へ届く。前記した５分とか１
５分の数字は、計測タイミング発生部３２で設定・管理されている。
【００２０】
　通信サーバー３０内には、集積された計測データを解析処理するためのソフトウエアと
して、全体データ管理ソフトウエア３４、異常データ管理ソフトウエア３５、個人データ
管理ソフトウエア３６が作動している。これらのソフトウエアの処理内容については後述
するが、解析処理結果は、解析結果保存部３７に保存され、マラソン大会本部や、救急医
療班（緊急医療班とは、マラソン大会中、転倒者や気分の悪くなった人への医療的なサポ
ートのため、複数の医者・看護婦のメンバで構成されるチームである）、マラソン大会参
加者のパソコン、タブレット、携帯電話で閲覧可能である。図１においては、マラソン大
会本部のパソコン４１や表示器４３、救急医療班の携帯電話４２が、公衆無線通信網４０
を介して接続されている例を示している。
【００２１】
　図２は、計測器の内部構成を示す。
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【００２２】
　生体情報計測のための心拍数計１０１、体温計１０２、マラソンランナーの速度を測る
加速度計１０３、マラソンランナーの位置情報を得るＧＰＳセンサ１０４が、５分とかの
一定の時間間隔で計測され、計測データメモリ１０５に保存されている。ＩＤ発生回路１
１１は、個々の計測器（つまりマラソンランナー）に固有の番号が書き込まれている。時
計１０６は、計測の時間間隔に基づき（前記した例では５分毎）計測タイミング信号を発
生するとともに、計測した日時・時刻を、計測データメモリ１０５に伝える。上記した５
分とかの計測の時間間隔は、通信サーバー３０から無線通信回路１１２へ送られ、時計１
０６でその数値が設定される。計測器の電源は、電池１１０より供給され、その電池の残
量は、電池残量検知回路１０９でモニタされている。電池は充電回路１１４で、充電端子
１１５を経て、図示しないが外部の充電器により必要な時に随時充電され、動作に必要な
電源容量が確保される。
【００２３】
　計測器には、さらにＬＥＤ１０７、スピーカ１０８、LCD１１３が内蔵されていて、マ
ラソンランナーの生体情報が異常領域に入った時、通信サーバー３０からの異常信号を受
信したら、ＬＥＤ１０７を点灯すると同時に、スピーカー１０３から音で、異常を知らせ
る。走行中のランナーで、生体情報の測定値を見たい人もいるので、LCD１１３には測定
値が表示されている。
【００２４】
　図３は、通信サーバー３０と計測器１１、１２、１３、１４間の信号のやり取りについ
て示す。通信サーバー３０からは、前記したように１５分毎とかの一定の時間間隔で個々
の計測器へ計測データ要求信号を巡回的に送る、つまり、ポーリング送信する。
【００２５】
　ポーリングは、すべての計測器に付与されている電話番号を利用するが、電話番号でな
くても、別途設定されるアドレス符号でも良い。
【００２６】
　通信サーバー３０からのポーリングを受け、各計測器は、データ要求信号に含まれてい
るID番号を見て自己のID番号との一致を確認し、計測した情報を送るが、その信号構成を
図４に示す。信号はID番号と電池残量と測定値よりなり、測定値は、日時、心拍数、体温
、速度、GPSを含んでいる。図４の例では１回のポーリング要求に対して測定値を３つ送
っている例を示している。
【００２７】
　ここで、５０００個の計測情報を集積するのに必要な回線容量を、PHS通信方式を例に
とって試算してみる。計測器は５０００個あるので１５分の時間間隔では、１個の計測器
との通信時間は、１５×６０/５０００＝０．１８秒となる。通信速度を６４ＫＢＰＳと
すれば、０．１８秒の間に、６４０００×０．１８/８=１４４０バイトの情報が通信でき
る。通信サーバー３０からデータ要求信号を受信した計測器は、計測データメモリ１０５
に記憶されている５分間隔で測定したデータをID番号と電池残量データとともに送信する
。図４の信号形式において、ID番号に２バイト、電池残量に１バイト割り当て、計測デー
タは、日時情報からＧＰＳ情報まで、１４バイトもあれば、充分であり、前記したように
１回のポーリングで３回分の測定値が送信されるので、１回の送信データは、２＋１＋１
４×３＝４５バイトとなるが、この数字は前記した１４４０バイトの３％程度であり、パ
ケット通信に伴うオーバヘッド分のデータ長を考慮しても、通信容量として、通信サーバ
ー３０は、PHS回線を１回線利用するだけで、充分余裕がある事がわかる。もちろん、マ
ラソン大会の参加者数が２倍の１万人になっても、通信容量としては余裕があるが、必要
に応じて通信速度とか回線数を増やせばよい。
【００２８】
　図３の説明に戻るが、計測データを受信した通信サーバー３０は、まずはデータの異常
性について異常データ管理ソフトウエア３５でチェックし、心拍数は異常に増加している
、あるいは体温が異常に低下しているランナーについては、異常信号発生回路３８で作成
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された異常信号を、ランナーの装着している計測器へ送るとともに、緊急医療班メンバ個
々の携帯電話４２に、ランナーのID番号、氏名、現在位置、計測データを送る。
【００２９】
　心拍数の異常についての判断は、大会本部が医者と相談しながら、参加者の年齢、マラ
ソン歴、走行距離(地点)などから決められようが、一般的には、１６０からが心拍数が高
いと言われている。一方、マラソンのゴール直前では、１８０まで上がると言われている
。異常についての判断としては、画一的には、走行区域に応じて心拍数の異常値を定めて
おき、数値異常が検出されたら、参加者リスト３３に保存されているマラソンランナーの
特性（年齢、マラソン経験、普段の血圧情報）を加味しながら、異常信号発生回路３８を
駆動し、ランナーへ異常信号を送信する。
【００３０】
　ランナーの現在位置はＧＰＳ情報を利用するが、ＰＨＳ通信を使用する時は、ＧＰＳ情
報に替え、どの中継局のエリアにいるかを知らせてもよい。ＰＨＳ通信なので１００メー
トルの精度で位置を特定できるし、マラソン大会の例では、実用上、充分である。
【００３１】
　また、計測データは受信の都度、解析結果保存部３７に保存され、大会本部関係者と大
会主催者と別途契約した参加者のコーチやトレーナーが対応する参加者の生体情報を随時
閲覧可能としている。参加者のコーチは、心拍数を見ながら、「もっとペースを上げて走
ってもOK」とかのアドバイスをランナーに送る事ができる。
【００３２】
　図５は、通信サーバーから計測器に送る制御信号の構成を示す。
【００３３】
　制御信号には、計測器のＩＤ書込み、データ要求、異常、計測素子の動作診断や動作パ
ラメータ設定信号がある。また、各制御信号は、対応する情報部を持つ。
【００３４】
　表１は制御信号と情報部との関係について示す。
【００３５】
　表１において、ＩＤ書込み、動作診断と動作パラメータ設定は、マラソンの走行中に通
信されるものでなく、マラソン大会の始まる前の準備段階で通信されるものである。特に
動作診断は、電池残量値の確認と計測器を構成する内部ユニット（心拍数計、体温計、加
速度センサ、ＧＰＳセンサ、ＬＥＤ、スピーカ）の動作の正常性を確認するものとして重
要である。また、動作パラメータ設定は、計測素子によっては、動作感度などのパラメー
タ設定が可能なものもあり、パラメータ設定が必要な時は、この制御信号を用いる。
【００３６】
【表１】

　通信サーバーから計測器に送る動作診断制御信号に対する応答信号の情報部には、図示
しないが、すべての計測素子の動作が正常で電池残量も充分というOKを意味する情報やも
し、不具合があれば不具合のある計測素子を指定する情報が含まれる。



(7) JP 2016-135172 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

【００３７】
　電池残量確認信号に対する応答信号の情報部は、図４のIDと電池残量の情報が含まれる
。
【００３８】
　表１において異常対応信号の情報部には、「異常の度合」と記述しているが、これは異
常度合が、軽いか重いかを示すもので、軽い時は、LED１０７とスピーカ１０８に「無理
しないで、少しペースを下げて走る事を勧める」事を知らせるため、LED１０７を点滅し
たり、スピーカ１０８にこのようなメッセージを発生させたりする。異常度合が重い時は
、「ペースを下げて走りなさい。歩くことを勧める」を知らせるため、LED１０７を点灯
するとともに、スピーカ１０８から、このようなメッセージを発生させる。
【００３９】
　なお、異常と判断された時は、生体情報の測定間隔を、５分から２分に短くし、またポ
ーリング時間も１５分から６分と短くすることで、異常状態を、きめ細かく観察できるよ
うにし、軽い状態から、重い状態に移った時、迅速に対応できるようにする。
【００４０】
　測定値が異常と判断された時は、前記したように異常信号を、計測器に送ると同時に、
大会本部のパソコンと緊急医療班メンバ全員の携帯電話に、参加者名、年齢、マラソン歴
、ID番号、心拍数、体温、GPS情報を送る。この情報を受信した緊急医療班のメンバは、G
PS情報をもとに異常値を示したマラソンランナーを探し、名前を確認したうえで、体調を
聞き、走行を続けるか、速度を落とすか、歩くか、休止するか等を判断し、マラソンラン
ナーに勧告する。
【００４１】
　個人データ管理ソフトウエア３６は、個人毎に走行中の心拍数、体温の変化履歴を管理
するものであり、表２のような結果情報を出力する。
【００４２】
　この情報は、各個人の携帯電話からでも閲覧可能であるし、マラソン終了後に大会本部
に設置したプリンタから印刷し、参加者に渡してもよい。表２は一例に過ぎないが、大会
参加者は毎年参加する人も多いので、昨年データとの比較をプリントしてもよい。参加者
はこの情報をもとに、ここはもっとペースを上げて走ればよかった等、次回への対策を考
えるなど、情報を有効に活用できる。大会本部としては、個人の履歴情報は、次回大会で
同じ人が参加する時、前記した自己申告によるマラソン経験情報とともに、この履歴情報
が活用でき、この情報は回を重ねるごとに有用性が増す。
【００４３】
【表２】

　 
　全体データ管理ソフトウエア３４では、表３－１に示すように、５ＫＭ単位での走行区
間において、測定値（心拍数や体温）に異常を示した人の数を％表示したり、異常信号が
発生され、救急班(救急医療対策を行う)の人が、ランナーのところに出向き、様子を伺い
に行った出動数等の測定値に基づくアクション情報が、カウントされデータ管理される。
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また表３－２では、生体の特性（年代別）とイベントの特性（完走者割合等）のデータが
解析されている。
【００４４】
【表３－１】

 
【００４５】
【表３－２】

　これら全体データ管理ソフトウエア３４の結果情報は毎年の数字の分析を行う事で、当
年度の大会の参加者情報を見ながら、緊急医療班をどの地点に何名配置すべきかの計画作
成に有益である。
【００４６】
　前記した測定値と生体特性と計測目的(イベントのアクションや管理項目)に対し、表３
－１や表３－２に加え、全体データ管理に必要な考えられるパラメータの例を表４に示す
。
【００４７】
【表４】
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　表４の管理項目に記載の断念時間(距離)とは、走行を断念したスタートからの時間や走
行距離のことであり、区域とは、測定関連情報の発生地点を、表３－１に示したスタート
からの距離を５KM単位で分割した区域である。計測目的情報の管理項目とは、計測目的の
アクションを決めるためのバックデータとして調査しておくべき項目である。
【００４８】
　この計測器（リスト型端末）は、マラソン大会終了後は、参加者から大会本部に返され
、計測器は、次回大会あるいは他の主催者が主催する大会まで不使用状態となる。電池残
量確認ソフトウエア３９は、次の大会での使用開始前に、大会の準備作業のひとつとして
、通信サーバー３０で、通信サーバー３０のキーボード操作で起動される。電池残量確認
ソフトウエア３９が起動されると、すべての計測器をポーリングし（この時、図３のデー
タ要求信号は、電池残量確認信号に替わる）、すべての計測器から電池残量情報を受信し
、充電が必要な計測器が特定される。
【００４９】
　計測器の物理的形状は、リスト型で説明してきたが、首からぶら下げ胸に張り付ける形
状にすれば、心電図も測定可能となり、不整脈の状況などより詳細な健康管理データが収
集できる。
【００５０】
　以上の説明ではマラソン大会を例にしたが、遠距離水泳大会など体力を消耗するスポー
ツ等での使用も可能である。
【００５１】
　さらに遠隔医療にも使用できる。例えば、病気で入院していた患者が退院後の１か月間
は自宅で、体温、血圧、心電図、心拍数を毎日測定する必要がある時も、このシステムが
利用可能である。病院は退院者に一定期間、リスト型端末を貸与し、毎日の測定を依頼す
る。マラソンにおいては走行中常時リスト型端末を装着しているが、自宅での測定のケー
スでは、毎朝、起床時とかに、リスト型端末を着用すると自動的に計測が始まる。測定中
は、LED１０７が点灯し、測定結果は、LCD１１３に表示されるが、測定終了後は、LED１
０７は、消滅するので、測定後は、リスト型端末は腕から外してよく、腕から外している
ときは、携帯電話のように充電器に接続しておけばよい。患者が、このリスト型端末を腕
から外しているときでも、体温の測定は、１分とかの一定周期で行っており、体温が人体
の温度（３５度以上）を検出したときに、患者がリスト型端末を装着したと判断し、体温
以外の血圧や心拍数の測定を行う。患者がリスト型端末を外しているときは、図２の無線
通信回路１１３と体温計１０２、時計１０６は通電されていて、前記したリスト型端末の
装着をチェックするための体温監視や後記する通信サーバー３０からの信号受信を行うが
、心拍数計１０１などその他の回路への通電は、省電力化のためされてなく、その他の回
路への通電は、信号受信や体温検知をトリガーとして行われる。
【００５２】
　散歩などの運動に出かけるときはリスト型端末を着用する事で、加速度計１０３が一日
の運動量を計測し、計測データメモリ１０５に保存する。
【００５３】
　計測データメモリ１０５に日時情報とともに保存されている生体情報と運動量は、病院
(通信サーバー３０)からのポーリングによって、自動的に病院にデータが届く。このとき
、マラソン大会を例にして示した図４の信号形式において速度の部分が運動量に替わる。
GPS情報は必ずしも必要はない。
【００５４】
　計測情報の病院への通信方式として、前記した病院からのポーリングによらず、計測デ
ータを計測の都度メール送信してもよいが、患者の数が多くなったとき、通信サーバー３
０へのトラフィックを平均化するため(通信サーバー３０への負荷を軽減するため)、ポー
リングの方が良かろう。
【００５５】
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　病院では、異常データ管理ソフトウエア３５で各患者のデータを見ながら、患者が退院
後、順調に回復しているかを判断し、測定の必要が無くなったことや、再度入院すべきか
の判断を行い、その判断結果を病院からリスト型端末のLCD１１３に表示すべく、「測定
結果が良好なので、測定の継続は必要ありません。近いうちに、リスト型端末を病院に返
しに来てください」や、「より詳細な測定情報が必要なので、測定は、朝夕の２回行って
ください」や、「測定結果は、良好とは言えませんので、早急に再度病院に来てください
。場合によっては再度入院の必要があります」や、「電池残量が不足していますので充電
を行ってください」の連絡を、その意を示す制御信号が個々の患者のリスト型端末に自動
的に送られる。なお、毎日測定していない患者については、ポーリングの結果、送られて
くるデータを見れば、測定データの日時情報が変化してない事からその事が分かり、LCD
１１３上に「毎日測定してください」が表示されるようデータ送信し、毎日の測定を自動
的に促すことができる。この遠隔医療の例では、表１に示した制御信号として、新たに「
患者指示」が追加され、その情報部は、LCD表示が、前記したように「測定結果が良好な
ので、測定の継続は必要ありません。近いうちに、リスト型端末を病院に返しに来てくだ
さい」や、「より詳細な測定情報が必要なので、測定は、朝夕の２回行ってください」や
、「測定結果は、良好とは言えませんので、早急に再度病院に来てください。場合によっ
ては再度入院の必要があります」や、「毎日測定してください」などの連絡に対応した符
号が割り当てられる。
【００５６】
　上記した自宅で使用する場合(遠隔医療の場合)、患者がブルーツース通信機能付き携帯
電話を所有する場合は、図１の中継器として、その携帯電話を活用することと、図２の無
線通信回路１１２にブルーツース通信回路を使用することで、リスト型端末の低消費電力
化が図られよう。
【００５７】
　また入院中の患者についても、リスト型端末を常時着用させることで、生体情報が、キ
メ細かく管理でき、異常状態の早期発見に役立つ。もちろん異常状態になったら測定頻度
を上げるなどの対策も採れる。通信サーバー３０内の参加者リスト３３は、患者リストに
対応し、その他の機能ブロックは、マラソン大会の例と同様な機能を果たす。なお、入院
中患者に対しては、病院内に常時、医者、看護婦が常駐しているので、通信サーバー３０
から異常信号を送る必要はなかろう。
【００５８】
　さらに、このような使用形態は、入院中、退院後の患者に限らず、誰にでも適用可能で
、特に、病院や医師の数が少ない地域では、地方自治体が、高齢者など必要な人にリスト
型端末を配ることで、住民の健康管理を行うことができる。これは、住民にとっても、「
お医者さんが自分の健康状態を毎日チェックしてくれている」という安心感の向上に貢献
できる。上記した患者の生体情報を測定する例では、図１の参加者リスト３３には患者の
病歴や生活習慣（喫煙、飲酒、運動量など）などが保存され、個人データ管理ソフトウエ
ア３６には、各患者ごとに、日々の測定データが管理され、全体データ管理ソフトウエア
３４にはすべての患者のデータが管理されている。異常データ管理ソフトウエア３５は、
測定値の異常性を判断し、「病院に来てください」、「測定回数を増やしてください」な
ど患者に適切な対処を指示する。もちろん、患者は自己の測定情報（個人データ管理ソフ
トウエアの解析結果）を、随時閲覧できる。
【００５９】
　以上の説明においては、人間の生体情報を計測対象としてきたが、生体情報の計測は人
間を対象とするだけでなく、動物に対しても適用可能である。放牧している牧場で、牛や
馬の健康管理にも使用可能である。この場合、計測器に送る異常信号は動物は理解できな
いため不要で、動物飼育者の携帯電話に異常信号が送信される。
【００６０】
　これまでの説明で、異常信号は、計測器に送る場合と、計測器に送らない場合、計測情
報を見て何がしかの対応を採る関係者に送られるが、これまで述べた４つの例について、



(11) JP 2016-135172 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

整理して表現すると、表５のようになる。
【００６１】
【表５】

 
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　多数の生体情報の遠隔測定が瞬時に可能になり、マラソン大会等のスポーツイベントな
どでの有用性は非常に高い。全国の市民マラソンは勿論、世界各国での大会での使用が可
能となり、より安全なスポーツ環境を提供できるとともに、患者の血圧、心拍数、運動量
が自動的に測定され、測定データを病院に通信することで、在宅健康診断も可能になるし
、入院中の患者に対しても毎日の検温等の作業が人手を介さずに自動的にできる。
【００６３】
　本発明は動物にも適用可能なので、リスト型端末の普及とともに、産業上での利用はま
すます向上する。
【符号の説明】
【００６４】
　　１１、１２、１３、１４　　　計測器
　　２１、２２　　　中継器
　　２３　　　無線通信網
　　３０　　　通信サーバー
　　３１　　　計測データ集積部
　　３２　　　計測タイミング発生部
　　３３　　　参加者リスト
　　３４　　　全体データ管理ソフトウエア
　　３５　　　異常データ管理ソフトウエア
　　３６　　　個人データ管理ソフトウエア
　　３７　　　解析結果保存部
　　３８　　　異常信号発生回路
　　３９　　　電池残量確認ソフトウエア
　　４０　　　公衆無線通信網
　　４１　　　パソコン
　　４２　　　携帯電話
　　４３　　　表示器
　１０１　　　心拍数計
　１０２　　　体温計
　１０３　　　加速度計
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　１０４　　　GPSセンサ
　１０５　　　計測データメモリ
　１０６　　　時計
　１０７　　　LED
　１０８　　　スピーカ
　１０９　　　電池残量検知回路
　１１０　　　電池
　１１１　　　ID発生回路
　１１２　　　無線通信回路
　１１３　　　LCD
　１１４　　　充電回路
　１１５　　　充電端子

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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解决的问题：在诸如马拉松比赛这样的体育活动中，如果有很多人参
加，则在适当的时机观察参与者的生物特征信息，判断信息的异常情
况，并防止由于疲劳引起的跌倒等。 以多维方式管理人们的生物特征信
息。 解决方案：参与者佩戴了具有无线通信功能的测量仪器，用于测量
生物信息并传输测量结果，在特定的时间间隔进行测量，然后在通信服
务器中收集测量结果。 通讯服务器分析测量信息，使参与者以及参与事
件的人员可以查看分析结果。 当在事件相关人员中发现生物特征信息异
常时，紧急医疗队将发送有关异常人的信息，以便采取必要措施。 [选型
图]图1
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